
異常過熱及び送風機異常レベル
● 異常過熱は、各温度センサにより判定します。

【異常過熱各レベルセンサ温度】

異常検出温度

センサ断線レベル

※1過熱防止検出温度用Ｂセンサの温度のみ５７０℃において温度上限を設定しています。
   570℃になると吐出口温度検出用Ａセンサ （ＴＣＡ）の温度が温度設定に到達していない場合でも
   過熱防止検出用Ｂセンサで過熱防止温度制御をおこないます。

【ヒータ各部センサ位置】（指示位置は、おおよその位置です）

● 風量不足検出機能は、以下の内容により異常判定をおこないます。
・風量不足検出機能は、吐出口温度検出用Ａセンサ（ＴＣＡ）、過熱防止検出用Ｂセンサ（ＴＣＢ）の
 温度差により判定します。
・温度判定レベルは、吐出口温度検出用Ａセンサ（ＴＣＡ）、過熱防止検出用Ｂセンサ（ＴＣＢ）の
  温度差が８０℃以上になり３分継続すると異常と判定します。

検出条件

熱風運転時

上記内容の状態時においては、過熱防止検出用Ｂセンサ（ＴＣＢ）が吐出口温度検出用Ａセンサ（ＴＣＡ）＋
温度設定で過熱防止温度制御をおこないます。

● 送風機異常は送風機の駆動電圧、電流に余地レベル１、２の２段階で判定します。

【送風機異常各レベル数値】

レベル１

レベル２

７．５Ｖ未満 １４Ｖ超過 ０．１Ａ未満 ０．９Ａ超過

５Ｖ未満 １４．５Ｖ超過 ０．０５Ａ未満 ０．９５Ａ超過

冷接点補償センサ（ＴＭ）

６８０℃

３分継続

７０℃

判定時間風量不足判定レベル

吐出口温度検出用Ａセンサ（ＴＣＡ）＜過熱防止検出用Ｂセンサ（ＴＣＢ）＋80℃

吐出口温度検出用Ａセンサ

（ＴＣＡ）
過熱防止検出用Ｂセンサ

（ＴＣＢ）
サーミスタセンサ（ＴＨＲ）

６００℃※１ ９０℃ ６５℃

７８０℃ ７００℃ １４０℃

駆動電圧（最小） 駆動電圧（最大） 駆動電流（最小） 駆動電流（最大）

吐出口温度検出用Ａセンサ

サーミスタセンサ（ＴＨＲ）

過熱防止検出用Ｂセンサ 冷接点補償センサ（ＴＭ）




